
７．今後の対応方針

（１）事業の必要性等に関する視点

　一般国道２４６号は東京都千代田区と静岡県沼津市を結び、東西の物流

を担う重要な路線となっております。

　山北バイパスは異常気象時の通行規制区間の解消と線形改良を目的に計

画されたＬ＝４．６ｋｍのバイパスであり、平成１５年３月に全線供用（一

部暫定含む）しております。

　　しかしながら、向原地区につきましては、幅員狭小・線形不良区間が残

　っており、交通に支障をきたしております。また、谷峨地区、瀬戸地区に

　ついても、交通が増加しており、周辺道路の整備状況及び交通状況を鑑み

　ながら４車線化が必要です。

（２）事業進捗の見込みの視点

　現在までに、全体を４地区に分け、県境側から逐次整備を進めており、

平成１５年３月に瀬戸地区（Ｌ＝２．３ｋｍ）が２車線で暫定供用したこ

とにより、異常気象時の通行規制区間となっている区間のバイパスが全線

開通しました。平成１５年度に瀬戸地区現道部分の整備を行い、平成１６

年度に神奈川県に管理移管します。

　当事業は継続が妥当と考え、向原地区については、平成１８年度の暫定

供用を目途に、用地取得及び工事を促進します。また、谷峨地区及び瀬戸

地区については、周辺道路の整備状況や交通状況を鑑みて４車線化の適切

な整備時期について検討を行っていきます。

　　　　

諸渕地区

　L=0.6㎞

谷峨地区

　L=1.7㎞

瀬戸地区

　L=2.3㎞
山北バイパス向原地区　L=1.0㎞

山北バイパス　L=4.6㎞

規制区間　L=2.6㎞（現道）



（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

　計画については、すでに用地取得が完了し、４．６ｋｍの全区間供用（一

部暫定）しており、経済性、効率性の観点からも現計画は妥当と考えられ

ます。また、向原地区につきましても、用地取得率は約９０％となってお

り、効率性・経済性の観点からも現計画は妥当と考えております。

　なお、工事施工にあたっては、折れ線鈑桁、耐候性鋼材及び反力分散支

承の採用により、コスト縮減を図ってきました。また、今後の施工につき

ましても、コスト縮減に資する調達方法の採用や新技術の積極的活用導入

等を行い、コスト縮減を図っていきます。

（４）対応方針

　当事業は継続が妥当と考え、向原地区については、平成１８年度の暫定

供用を目途に、用地取得及び工事を促進します。また、谷峨地区及び瀬戸

地区については、周辺道路の整備状況や交通状況を鑑みて４車線化の適切

な整備時期について検討を行っていきます。

（５）他事業への反映

　地域における交通特性を考慮した事業の整備順序を決定し、順次供用を

図り、整備効果の早期発現を図ることが重要です。


